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効率的な行政
運営と市民と
の協働の推進
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基本方針

コミュニティ活動への支援等を行い、環

境や高齢者介護、子育て支援、防災等に取

り組む地域活動の活性化、コミュニティ活

動の担い手の育成と資質の向上を図りま

す。

・金沢ボランティア大学校のオープンセミナーの運営参加

・町会等による環境や高齢者介護、子育て支援、防災等の地域活動における主体的参加

・地区社会福祉協議会、善隣館等と連携した地域の福祉活動の推進

・町会等による広見等の保存・活用
※広見
藩政期に、火災の延焼の防止
等のために設けられた場所で、
道路の一部が広くなっている
場所。

市民参加と協働

第
1
章

元
気
な
ま
ち
・
金
沢
を
つ
く
る

第
2
章

美
し
い
ま
ち
・
金
沢
を
つ
く
る

第
3
章
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
金
沢
を
つ
く
る

第
4
章

計
画
の
推
進
に
向
け
て

220

「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

コミュニティ活動の支援
2  市民と行政の協働

効率的な行政運営と市民との協働の推進

現状と課題

金沢はこれまで、自然や歴史、文化等を

背景に豊かな人間環境と地域における連帯

感を礎に福祉、環境、教育、防災等の分野

にわたり、市民と行政が協働する土壌を守

り育て、これを活かしながら自主性とまち

の独自性を発揮し、発展してきました。し

かし、少子高齢化の進行、生活スタイルや

価値観の多様化等により、市民相互の連帯

感や地域社会への関心も希薄になるなど、

コミュニティが失われつつあります。

ⅤⅠⅠⅠ

■ボランティア大学校の修了者数の推移

広見

消防出初め式

第三善隣館でのお年寄りと
子ども達の交流

金沢ボランティア大学校を修了し、
活動する観光ボランティアガイドの「まいどさん」

事業計画（主な事業とその内容）

〔ボランティア活動に対する支援〕
ボランティア活動を活性化するため、ボ

ランティア情報の収集、発信、相談業務等

を整備し、支援体制の充実を図ります。

〔ボランティア活動の担い手育成〕
ボランティア活動を実践できる人材を養

成する金沢ボランティア大学校の充実を図

り、様々なボランティア活動の担い手や若

手リーダーの育成と資質の向上をめざしま

す。

〔町会等の地域活動に対する支援〕
コミュニティセンターの建設補助、太鼓

や御輿等の購入費助成等を通じて、町会等

の地域活動の活性化を支援します。

〔地域福祉活動に対する支援〕
地区社会福祉協議会や現在も地域福祉に

深く関わる善隣館等への支援を通して、地

域福祉活動の活性化をめざします。

〔広見
※
等のコミュニティ空間の

保存及び活用〕
｢金沢市における広見等のコミュニティ

空間の保存及び活用に関する条例｣に基づ

き、これまで地域における住民の憩いと語

らいの場として親しまれてきた広見等のコ

ミュニティ空間を保存・活用する町会等に

対して財政的、技術的支援を行います。

〔NPO活動等への支援〕
福祉や環境、市民生活の安全等に関する

NPO活動など地域や世代の枠を越えた多

様なコミュニティ活動を支援します。
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ⅤⅠⅠⅠ
効率的な行政
運営と市民と
の協働の推進

1年間の研究成果を発表する市民研究員
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基本方針

市政に関する情報公開や市民参加を積極

的に進め、市民と行政との協働による透明

性の高い市政の推進を図っていきます。

・行政評価システムにおける第三者評価の導入

・パブリックコメント等市政に対する意見や要望の募集

・審議会等における公募委員の拡大

・金沢まちづくり市民研究機構の調査研究活動への参加

※金沢まちづくり市民研究機構
市民が自主的に参画し、市民
主体で個性的で創造的な都市
政策を調査研究し、その成果
を市政に反映させるとともに、
まちづくりのリーダーとなる
人材を育成することを目的に
設置された研究グループ。

市民参加と協働
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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 各　論 In detail

市民とともに歩む市政の推進
2  市民と行政の協働

効率的な行政運営と市民との協働の推進

現状と課題

自治体を取り巻く環境が変化する中で、

地方自治体にはこれまで以上に自主・自立

のもとで、個性豊かなまちづくりと質の高

い住民サービスの提供が求められていま

す。厳しい経済情勢のもと、山積する課題

に的確に対応し、持続的に発展を続ける市

政を実現するためには、行政とともに市民

の担う役割も大きいといえます。今後は市

民と行政のパートナーシップの確立が必要

不可欠です。

平成17（2005）年4月に制定した｢金沢

市における市民参加及び協働の推進に関す

る条例｣に基づき、市民参加と協働を進め

るための推進計画を策定するとともに、施

策を総合的に推進していくことが求められ

ています。

ⅤⅠⅠⅠ

■市民研究員の参加人数及び延べ人数の推移
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事業計画（主な事業とその内容）

〔｢協働推進計画（仮称）｣の策定〕
金沢市における市民参加及び協働の推進

に関する条例の具現化のため、｢協働推進

計画（仮称）｣を策定し、市民との協働を

推進します。

〔金沢まちづくり市民研究機構
※
の

活動の充実と強化〕
金沢まちづくり市民研究機構の活動をさ

らに充実させ、金沢市の政策形成過程の中

での積極的な活用をめざします。また、共

同研究活動に向けて多様なニーズに対応す

るため、まちづくりブレーン・トラストと

連動させ、幅広い領域の研究者が様々な分

野で指導・助言を行うことができる柔軟な

運営組織を検討します。

〔公正で透明性の高い行政運営の推進〕
個人情報保護を図りつつ、行政情報の提

供を推進するとともに行政評価システムの

充実を図ります。

〔開かれた行政の実現〕
パブリックコメント制度の活用や審議会

等の見直し・活性化等により、市民が積極

的に市政に参加できる仕組みと環境づくり

に努めます。

〔市民との協働による市政の推進〕
行政と市民の役割を明確にしつつ、町内

会等のコミュニティ活動団体や、ボランテ

ィア・ＮＰＯ等の各種市民団体等で組織す

る「協働をすすめる市民会議」により、自

主的な市民参加と協働によるまちづくりを

推進します。

金沢まちづくり
市民研究機構開講式

市政情報コーナー




